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石器の形態から見る石器時代史
田中　良

キーワード：旧石器時代、縄文時代、石器

〔３〕縄文時代の石器

〔４〕石器の見方
　　　(1)素材、(2)材質(石材)、(3)形態、(4)製作技術

〔１〕石器とは

〔２〕旧石器時代の石器

次回は 1 0月 12日（土）「弥生時代磨製石斧のライフサイクル」　蔭山 誠一
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後期旧石器時代の石器

①ナイフ形石器 (S=2/3)

②角錐状石器 (S=2/3)

⑦石核 (S=2/3)

⑥細石核 (S=2/3)⑤彫器 (S=2/3)

④細石刃 (S=1/1)

③尖頭器 (S=2/3)

表左側面 右側面 裏 表 裏左側面 右側面 表 右側面 裏

左側面 表 右側面 裏

表 右側面 裏 表 右側面 裏

①、②の石器は
岡崎市西牧野遺跡出土。
③～⑥の石器は
　設楽町川向東貝津遺跡出土。

左側面 表 右側面 裏
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後期旧石器時代の主な石器

狩猟具

磨石
敲石

台石
砥石

加工具

角錐状石器②
ナイフ形石器①

尖頭器③

礫器
局部磨製石斧

石器

細石刃④

細石核⑥
彫器⑤

石錐

掻器
削器

後期旧石器時代の石器

剥片石核⑦

剥片石器

剥片石器

礫塊石器 磨石

敲石

礫石器

角錐状石器②

ナイフ形石器①

尖頭器③

礫器

局部磨製石斧

石器

製作過程
剥離 加工

加工

加工

使用
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縄文時代の石器

①木葉形尖頭器 (S=2/3)

②有舌尖頭器 (S=2/3)

④打製石斧 (S=1/3)

③石鏃 (S=2/3)

⑤石匙 (S=2/3) ⑥石錘 (S=2/3)

表 裏右側面

断面

表 裏右側面

断面

表 右側面 裏

断面

表 右側面 裏

表 裏右側面

断面

表 右側面 裏

①～④、⑥の石器は
　設楽町川向東貝津遺跡出土。
⑤の石器は
　設楽町西地・東地遺跡出土。
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縄文時代の主な石器の分類

狩猟具

磨石、敲石

石皿、台石
砥石

加工具

木葉形尖頭器①
有舌尖頭器②
石鏃③

礫器

石錘⑥
打製石斧④、磨製石斧

石器

掻器、削器

石匙⑤
石錐

祭祀具 石棒

石刀
岩偶

縄文時代の主要な石器

剥片石核

剥片石器

剥片石器

礫塊石器 磨石

敲石

礫石器

木葉形尖頭器①

有舌尖頭器②

石鏃③

石錐

石匙⑤

磨製石斧

石錘⑥

打製石斧④

石器

製作過程
剥離 加工

加工

加工

使用
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資料でご紹介する遺跡と近年調査した遺跡

35,000 年前 上品野遺跡(瀬戸市 )

西牧野遺跡 (岡崎市 )

川向東貝津遺跡 ( 設楽町 )

川向東貝津遺跡 ( 設楽町 )

滝瀬遺跡 ( 設楽町 )

滝瀬遺跡 ( 設楽町 )

石原遺跡 ( 設楽町 )

マサノ沢遺跡 ( 設楽町 )

西地・東地遺跡大畑遺跡(設楽町)

25,000 年前

17,000 年前

15,000 年前

11,000 年前

7,000 年前

5,500 年前

4,500 年前

3,000 年前

後期
旧石器時代

草創期

前期

中期

後期

晩期

早期

縄
文
時
代
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